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研究成果の概要（和文）：妊娠期・産後の体重変化、食事摂取、身体活動、日常生活習慣（喫煙・飲酒・睡眠な
ど）、体重への認識などとそれに関連する心理社会的要因を明らかにすることを目的として、全国4か所でのコ
ホート調査を実施した。調査時点は妊娠初期・中期・後期、産後1か月・6か月・12か月の6時点であった。1707
名をリクルートし、1489名より同意があり、産後の質問票は1370名に送付し、1150名より回答を得た。妊娠前
BMIごとの妊娠中の推奨体重増加量の目安に比べて、体重増加が過少だった割合は約半数であり、妊娠前BMIがや
せの女性では過小の割合が7割を超えていた。要因についても分析しており、今後成果を公表していく。

研究成果の概要（英文）：A cohort study was conducted at four sites across Japan to determine weight 
changes, dietary intake, physical activity, daily habits (smoking, drinking, sleep, etc.), and 
perceptions of body weight and related psychosocial factors during pregnancy and the postpartum 
period. The surveys were carried out at six points: early, mid, and late pregnancy, and 1, 6, and 12
 months postpartum. A total of 1707 women were recruited, 1489 of whom consented, and the postpartum
 questionnaires were sent to 1370 women, of whom 1150 responded. About half of the women had 
inadequate weight gain compared to the recommended gestational weight gain for each pre-pregnancy 
BMI, and more than 70% of the women with a low BMI had inadequate gestational weight gain. The 
factors have been analyzed, and the results will be published in the future.

研究分野： Maternal and Child Health

キーワード： Pregnancy　Postpartum　Body Weight　Nutrition　Physical Activity　Mental Health
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研究成果の学術的意義や社会的意義
現在、日本では出生体重2500ｇ未満の低出生体重児の割合が約10％と高い状況にある。児体重に関連するとされ
ている妊娠中の至適体重増加指標の科学的根拠は十分ではなく、さらに至適体重増加を促すための効果的な保健
指導方法も明らかではない。そこで、本研究では、妊娠期の体重増加量の実態を明らかにし、妊娠各期の体重増
加に影響を及ぼす個人の健康行動（食事摂取・身体活動・日常生活習慣）やその背景にある心理社会的要因、保
健指導内容などとの関連を明らかにし、至適体重をもたらす保健指導の根拠となるデータを得ることを目的とし
た。妊娠中の不十分な体重増加の実態と妊娠中の目標体重や保健指導などの関連要因を明らかにした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本では低出生体重児が全出生の約 10％と多く、その予防は喫緊の課題である。若い女性の

やせの割合が、20歳代 17.4％、30歳代 15.6％と増加していることも要因の一つである。一方最

近では肥満女性の割合は、20歳代 10.4％、30歳代 15.9％で、30歳代を超えるとやせと肥満の割

合が同じくらいになるため、肥満妊婦の適正体重増加も重要な課題である。妊娠中の母体体重増

加は、妊娠合併症や児体重にも影響を及ぼすため非妊娠時の BMI (Body Mass Index)に応じた 至

適体重増加が推奨されている。しかしながら、その根拠や妊娠前半期（～21 週）、妊娠後半期（22 

週 ～）といった妊娠中のどの期間での体重増加が重要であるかなどの詳細は明らかでない。 

また妊娠中の体重コントロールに影響を及ぼす個人の属性や食事摂取、身体活動、日常生活習

慣、体重への認識・目標体重設定などの要因は明らかにされていない。これまでのコホート調査

では、妊娠各期での調査や心理社会的要因や健康行動の意図や実際が項目に含まれていない。そ

のため、妊娠中の食事摂取・身体活動・日常生活習慣やこれらに関する保健指導と妊娠・出産ア

ウトカムの関連は不明である。妊娠中の体重増加に関する保健指導についての指針やガイドラ

インはいまだ科学的根拠に乏しく、見解が統一されていない。 

 
２．研究の目的 
妊娠中の体重増加量が妊娠合併症（早産・妊娠高血圧症、妊娠糖尿病等）や出生体重（低出生

体重・適正体重・過体重）に影響するのかを検討し、妊娠各期の至適体重増加量を明らかにする。

さらに妊娠各期の体重増加に影響を及ぼす個人の健康行動（食事摂取・身体活動・日常生活習慣）

やその背景にある心理社会的要因（属性・就労・サポート・体重への認識・目標体重設定等）を

明らかにする。これらから、妊娠各期の体重増加量及び、健康行動、心理社会的要因それぞれが、

妊娠・出産アウトカムにどのように影響しているかを明らかにし、至適体重をもたらす保健指導

の根拠となるデータを得る。 

さらに産後 1 年間の体重の変化及びそれに関連する要因（体格・妊娠中の体重増加・母乳栄

養・食事摂取・身体活動・就労等）についても検討する。 
 
３．研究の方法 
全国 4 つの地域（山形、東京、大阪、福岡)の大学で共通の調査項目の調査票を作成した。さ

らに各大学での独自に準備した調査項目を合わせて調査した。調査時期は、妊娠 12週頃（妊娠

初期）にリクルートを行い、妊娠 18～24週（妊娠中期）、妊娠 35～38週（妊娠後期）、産後 1か

月、産後 6か月、産後 12か月の合計 6回の調査とした。 

 

 

 



倫理的配慮：研究参加者には、研究の内容、研究参加・不参加によって不利益を受けないこと、

同意後も自由に取りやめることが可能であること、個人情報の保護・取り扱いについて、文書で

の説明をし、書面での同意を得て調査に参加いただいた。本研究は東京大学医学部倫理委員会

（承認番号：2019318NI-5）と九州大学医系地区部局臨床研究倫理審査委員会（承認番号：

2021-92）による承認を受けて実施した。 
 
４．研究成果 

妊娠期のリクルートは 1707 名[山形(n=204), 東京(n=663), 大阪(n=405), 福岡(n=435)]に実施し、

うち参加不承諾は 218 名で、研究参加同意を 1489 名[山形 (n=180), 東京(n=600), 大阪(n=309), 

福岡(n=400)]より得た。妊娠中に同意撤回をした 18名と妊娠中の脱落 101名を除く、1370名に

産後質問票を送付した。尚リクルート数は、妊娠中期や後期からのリクルートも含んでいる。 

(1) 妊娠中の母体体重増加量 

 非妊娠時 BMI (kg/m2) 25.0未満の女性で妊娠中期質問票に回答のあった女性のうち、多胎、早

産、体重の情報欠損、回答時期が妊娠 39 週であったものを除外し、626 名を対象に解析を実施

した。日本産科婦人科学会・厚生労働省の示す妊娠中の体重増加目安 (JSOG, 2021)：非妊時 BMI

がやせ 18.5 未満の場合は 12–15kg、非妊時 BMI が標準 18.5-24.9 の場合は 10-13kg とする目安

に対し、目安を下回った場合を過少な体重増加、基準内または目安を上回った場合を適切・過剰

な体重増加とした。妊娠中の過少な母体体重増加の要因の特定には、一般化推定方程式(GEE)と

地域差を考慮したマルチレベル分析を用いた。全体の約 52％が過少な体重増加をしており、要

因としては、非妊時 BMIがやせ 18.5未満、妊娠中期時点の低体重、目標体重が目安の基準を下

回っていたこと、医療者からの助言がなかったこと、医療者の助言が目安の基準を下回っていた

ことなどが明らかとなった。 

(2) 妊娠中期のエネルギー摂取量の過小申告と妊娠中の体重増加不足との関連 

 非妊娠時 BMI やせ・標準：25.0未満の女性で妊娠中期質問票に回答のあった女性のうち、多

胎、甲状腺疾患、糖尿病、栄養摂取の情報欠損、外れ値を除外した 489名を解析対象とした。日

本産科婦人科学会・厚生労働省の示す妊娠中の体重増加目安 (JSOG, 2021)：非妊時 BMIが<18.5 

やせの場合は 12–15kgを適切な体重増加、非妊時 BMIが 18.5-24.9の場合は 10-13kgを適切な体

重増加とし、目安を下回った場合を過少な体重増加、目安を上回った場合を過剰な体重増加とし

た。自己申告のエネルギー摂取量（energy intake, EI）は、簡易型自記式食事歴法質問票（the brief-

type diet history questionnaire, BDHQ)から算出し、推定エネルギー必要量（estimated energy 

expenditure, EER）は、日本人の食事摂取基準に基づく年齢と妊娠中期のエネルギー付加量を考慮

した値とした。EI と EER を比較して申告の正確さの評価を過小申告（< 0.7）、適切申告（0.7-

1.3）、過大申告（1.3 <）とした。適切申告者 165名、過少申告者 246名であり、妊娠中の体重増

加が過少であった割合は、適切申告者では約 54％、過小申告者では約 66％であり、BMIがやせ・

標準体重の妊婦において、妊娠中期のエネルギー摂取量の過小申告は、妊娠中の体重増加の不足

を予測する可能性が示された。今後、交絡要因を考慮した分析を行っていく必要がある。 

(3) 産後 1年間の体重の変化パターンと関連要因 

 産後質問票を送付した 1370 名のうち、同意撤回、双胎出産、データ未収集を除く、991 名を

対象に産後 1年間の体重の経時的な評価を行った。妊娠前 BMI別のトラジェクトリー解析の結

果、妊娠前にやせ体型であった女性がやせ体型に戻るパターンに加え、妊娠前に標準体型であっ

た女性がやせ体型へと移行するパターンが示され、中国(Sha, 2019)やノルウェー(Abebe, 2015)な

どの国外の先行研究とは大きく異なる産後の体重の変化パターンが明らかになった。 
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